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[方法] 対象者は、104名の自宅で生活する 20歳以上の摂食嚥下障害のないものである。男性は 34名で、女
性は 70名だった。年齢、性別、身長、体重、下腿周囲長、握力、嚥下機能、栄養状態を計測した。また、超
音波診断装置を用いて頤舌骨筋の横断面積（頤舌骨筋面積）、頤舌骨筋の輝度（頤舌骨筋輝度）を計測した。





[結果] 検査者間の信頼性の級内相関係数は頤舌骨筋面積で 0.72、頤舌骨筋輝度で 0.59 だった。各パラメー
タの平均値と標準偏差は以下のとおりであった。年齢：61.3 ± 20.5 歳、身長：157.4 ± 9.9 cm 、体重：56.6 
± 10.8 kg、下腿周囲長：35.1 ± 3.5 握力：29.1 ± 9.7 kg 、頤舌骨筋面積：192.7 ± 51.4 mm2 、頤舌骨
筋輝度：55.2 ± 12.3。高齢者群は、若年者群に比し頤舌骨筋面積が少なく(p < 0.01)、頤舌骨筋輝度が高かっ
た(p < 0.01)。年齢、性別、下腿周囲長は、頤舌骨筋面積の独立した有意な説明因子だった(p < 0.01)。年齢、
性別は、頤舌骨筋輝度の独立した有意な説明因子だった(p < 0.01)。 
[考察] 頤舌骨筋の超音波診断の検査者間の信頼性は高かった。頤舌骨筋面積は、全身の骨格筋量と有意に関
連する為、嚥下関連筋群の指標として妥当だった。高齢者の頤舌骨筋は若年者に比し面積が小さく輝度が高か
った。 
[結語] 頤舌骨筋の超音波診断装置による計測は、嚥下関連筋群の指標として妥当な方法である事、超音波診
断装置を用いた測定において頤舌骨筋は加齢性に質が変化する事を初めて明らかにした。超音波診断装置によ
る頤舌骨筋の計測は、サルコペニアの摂食嚥下障害の診断と早期発見に役立つ可能性がある。 
 
